
事業所における自己評価結果 （別紙５）

事業所名 minamo

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

環境・体制整備

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であ
るか。
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・基本的には個別療育を実施し、マンツーマ
ンでのレッスンを各部屋に分かれて実施して
いる。余暇時間などには、合流することもあ
る。
・小集団とペアでのレッスンも実施している
が、部屋の大きさに合わせた人数にとどめる
とともにプログラム内容そのものでスペース
が有効に使える活動になるよう工夫してい
る。

・個別、ペア、小集団それぞれのニーズがあ
る中で、どうしても利用希望の時間帯が重な
る傾向にあるので、部屋の使い方やレッスン
スケジュールの見直しは必要である。

利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であ
るか。

・同じ職種ばかりにならないよう工夫してい
る。

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっ
ているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バ
リアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされて
いるか。

・療育室の名前を色分けしてお子様にお伝え
することで空間への認識はしやすいようにし
ている。
・療育室への移動には階段の昇降が必要であ
り、必ず手を繋ぐことや、転落防止のために
も下段にスタッフがつくようにしている。

・手すりの設置は視野に入れる必要があると
考える。

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

・入室不可の場所や危険な場所（階段やキッ
チンなど）については、間仕切りや柵を設置
している。

必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認
められる環境になっているか 。

・個別での対応はできるよう静養室や状況に
よっては相談エリアも活用している。

業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)
に、広く職員が参画しているか。

・実際のレッスン内容を用いての振り返りは
個々と実施している。

・会社としての明確なPDCAサイクルの設定
は準備中である。

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会
を設けており、その内容を業務改善につなげているか。

・開業して半年の事業所なので今回が初めて
の自己評価となります。

・会社の年間スケジュールに組み込み、安定
して実施できるようにする。

職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務
改善につなげているか。 

・社内のツールでの意見交換は常に持てる体
制を儲けている。

・会議として実施できる機会を増やしていき
たい。

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげ
ているか。

・必要に応じて実施の準備に着手する。

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人
内等で研修を開催する機会が確保されているか。

・研修の実施や受講については個々の判断で
の参加となっているので、会社として研修参
加をバックアップできるようにする。
・資格取得希望者へのバックアップ
・社内研修のスケジュール化

適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 ・現在準備中である。

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと
保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援
計画を作成しているか。

・スタッフ間の意見交換の内容を総合的に分
析して計画書に反映している。



適切な支援の提供
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児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任
者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、
こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

・お子様のことを第一に考えて支援すること
を前提にしたスタッフへの指導は徹底して実
施している。

児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が
行われているか。 

・毎回、レッスン内容については児発管の指
示やスタッフからの報告を行うようにしてい
る。

・効率化を図るべきところは文面で。協議す
めき部分は顔の見える会議ベースで実施でき
るようにする。

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いた
フォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイン
フォーマルなアセスメントを使用する等により確認している
か。

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童
発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、
「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援
内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設
定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

活動プログラムの立案をチームで行っているか。

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

・繰り返し取り組むべき内容についてはお子
様が飽きないよう内容を工夫しつつも反復で
きるよう実施している。
・お子様に合わせた教材提供も実施してい
る。

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせ
て児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる
支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支
援を行っているか。

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われ
た支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

・シフト制なのでスタッフが一同に会しての
会議は実施しにくい状況なので、社内ツール
を活用し、協議すべき点、留意点や気づいた
点などの共有は適宜実施できるようにしてい
る。

・スタッフのペースの範疇での情報提示や共
有になっている部分がある。
・明確な会議を定期的に持てるようにする。

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・
改善につなげているか。

・即日システム入力を実施し、内容の精査・
分析を児発管を中心に実施している。

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの
必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との
会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画している
か。

・児発管が代表として参加している。

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えてい
るか。

・適宜連携の取れる体制づくりが順調に進ん
でいる。

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン
推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所
や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

・それぞれのコアタムの差があることで時間
調整に課題あり。

就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間
で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

・就学を迎えるお子様がこれから出てくるの
で万全の体制を整える。



関係機関や保護者との連
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（28～30は、センターのみ回答）
地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等
と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行って
いるか。

質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言
を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。

(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ
積極的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答） ・センターとの連携はこれからの段階であ
る。地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じて

スーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他の
こどもと活動する機会があるか。

・今のところ予定していない。

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の
状況や課題について共通理解を持っているか。

・相談支援を実施し、日常でもLINEでのやり
とりを密に実施できる体制を取っている。

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援
プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加でき
る研修の機会や情報提供等を行っているか。

・現在計画中。

運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説
明を行っているか。

・契約時にご説明

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思
の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こ
どもや家族の意向を確認する機会を設けているか 。

・契約時にご説明

「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、
保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。

定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切
に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等に
より、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしてい
るか。また、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支
援をしているか。

・保護者会という単位は考えていないが、保
護者同士の交流の機会は作っていく。

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整
備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れが
あった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ
とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこども
や保護者に対して発信しているか。

・十分な発信ができていないので、日常の業
務を圧迫しない手段を考えながら発信できる
体制づくりをする。

個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ・ダブルチェックの徹底が必要。

障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため
の配慮をしているか。

・相談しやすい環境設定は意識している。（
LINE、送迎時、スタッフの雰囲気など）

事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業
運営を図っているか。

・まだその段階に到達できていない。

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知
するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。



非常時等の対応
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業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生
に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている
か。

・より良い状況を確保するための手直しを実
施している。

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を
確認しているか。

・契約時に実施

食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく
対応がされているか。

・契約時に実施

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必
要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行わ
れているか。

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、
安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか
 。

・契約時にご説明 ・もっと明確に周知できるようHPなども活
用していく。

ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策に
ついて検討をしているか。

・随時報告、精査、改善策を熟考し、文面で
残している。

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な
対応をしているか。

・実施している。

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得
た上で、児童発達支援計画に記載しているか。

・契約時にご説明


